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外部データを利用した書誌作成 
-- 嶺南大学図書館における Naxos Music Library および Spoken Word Library 

Online データから MARC レコードへの変換事業に関する報告 
 

by  
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(Technical Services Librarian, Lingnan University Library, Hong Kong) 

&  
Patrick LO 

(Cataloguing Librarian, Lingnan University Library, Hong Kong) 
 

Paper for 2006 IFLA Conference, Cataloguing Section – Seoul, Korea,  
20th – 24th August 2006 

 
 

概要 
 
香港の嶺南大学図書館が、独自に変換プログラムを開発し、Naxos Digital Services, Ltd.社のデ

ータを自館書誌データに変換に成功した事例の報告をする。 
 
１．Naxos Spoken Word Library (NSWL)および Naxos Music Library (NML) のデータを MARC

レコード 21(MARC21 準拠)へ変換するための処理方法 
 
２．プロジェクト（開発）の準備、遂行に要した人的資源、専門的知識.  
 
３．プロジェクトの成果とカタロガー、利用者へ与えた影響  
 
４．NML データをの書誌データベースへの取り込み後に 書誌レコード間の整合性を保ち、

名称典拠コントロール（作曲家、作詞家、個人または団体の演奏者が対象）を行うため

の方法  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Translated by: Inahama Minoru 
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 I. はじめに 
- NAXOS RIGHTS INTERNATIONAL LTD. 社と NAXOS ONLINE LIBRARIES について 
 
１．Naxos Rights International Ltd. 社 

Naxos Rights International Ltd.社は、香港に本社を置く会社であるが、その活動は国際的で

あり、Naxos、Naxos AudioBooksやMarco Polo等を含め、数多くのクラシックレーベルを保有

している。これらのレーベルから、膨大な数の録音/録画の利用が可能である。これらを実際

に商品化した CDやDVDは、関連企業であるNaxos Global Distribution Ltd.社や主要な音楽市場

で活動しているその他の子会社（完全子会社、一部子会社を問わず）により、全世界で流通

している。Naxos Online Librariesの販売は、Naxos Global Distribution Ltd.社の子会社である

Naxos Digital Service Ltd.社が行っている。 
 
２．Naxos Online Libraries   

2004 年、Naxos Digital Services, Ltd.社は、教育界の新しい動向を見定めて、以下に挙げる 2
つのオンライン・オーディオ・データベースの開発を行った。    
 

１．Naxos Spoken Word Library (NSWL) (http://www.NaxosSpokenWordLibrary.com)   
２．Naxos Music Library (NML) (http://www.NaxosMusicLibrary.com/)   

 
上記データベースの内容、対象範囲の詳細については、Appendix I を参照のこと。  

 
 
II.  書誌レコード作成における電子的資源の外部データを利用することのメリット 
 

NSWL/NML データ（電子的資源の外部データ）を自館の書誌レコードに変換するにあたり、

変換プログラムを独自に開発し使用している理由として、利用者がワンストップで複数の検

索を同時に行えるサービスを提供できるようにすることがあげられる。利用者は、嶺南大学

図書館 WebPAC のような集中型ゲートウェイを通じて、広い範囲のディジタル形式の情報資

源を横断検索し、それらをつなぎ合わせて利用できる。このような環境では、図書館の利用

者は広範囲に存在する入手可能な情報へ容易にアクセスできるようになり、図書館員にとっ

ては情報の入力、維持管理の手間が省け、省力化になる。 NSWL、NML はどちらも、オン

ライン上で利用可能な最大のオーディオブック、音楽録音のデータベースであり、WebPAC
の書誌データベースは、NSWL/NML とリンクを張ることにより、データベースの大きさ、対

象範囲ともに飛躍的に向上する。  
 

嶺南大学図書館が開発した NSWL/NML MARC レコードは、NSWL、NML の使用契約を結

んでいる各図書館においても利用可能であるため、これらの図書館では目録作成に費やす時

間や人的資源の節約になる。 
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III. 独自開発ソフトウェアの機能とその開発の意図  
(a) MARC 変換ソフトウェアの機能とその開発の意図 

Naxos Digital Services, Ltd.社から Excel ファイルで提供される大量の生データをバッチ処理

にかけて MARC レコードを自動生成するソフトウェアプログラムを図書館独自に開発した。

(NSWL/NML からのタイトルやその他の情報は、2 つのデータベースから直接出力され、図書

館データ ID、レーベル名、タイトル、作曲者等の項目別に Excel の列ごとにグルーピングさ

れた形で、嶺南大学図書館に提供された。)(Appendix II 参照)   
 

このソフトウェアプログラムで生成された MARCレコードは MARC21基準に従っており、

嶺南大学図書館の INNOPAC システム内の Loading Table での処理も可能である。ハードウェ

ア、ソフトウェアの仕様書、および、Naxos 自動 MARC 変換ソフトウェアのシステム要件は

以下のとおりである。 
 

Figure 4.   
システム要件: 

ハードウェア・プラットフォーム 

CPU:    Intel Pentium 4 2.8 GHz CPU or greater 

RAM:  512 MB or above 

ハードディスク:  100MB of free hard disk space 

ソフトウェア・プラットフォーム 

オペレーションシステム:   Microsoft Windows XP SP1 or later 

開発ツール: 
 Microsoft Visual Basic 6.0 SP5 

 Microsoft Excel XP 

 
 
Figure 5. ソフトウェアプログラム画面—嶺南大学図書館の情報システム担当職員が独自にデザイ

ン、開発したソフトウェアプログラムの一画面を示す。Excel ファイルに格納された NML/NSWL デー

タを MARC レコードに自動変換する機能を有している。  
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IV. 外部データを書誌レコードに変換する――作業の流れ 
 
1．  NSWL データ 313 件および NSWL データ 6,986 件のタイトルと内容細目情報は、Excel

ファイルでNaxos Digital Services Ltd.社から取得する（オンライン NSWL/オンラインNML
からの直接抽出）。Excel ファイル上で、NSWL/NML データの情報は、本タイトル、作曲

者、ナレーター、グループ演奏、オーケストラ、独奏者等のカテゴリ別に Excel の列に格

納される。カテゴリの詳細は以下のとおり。（Appendix II を参照のこと） 
 

(a) Item code : NML 内での個々の CD に対する識別 ID 
 
(b) Label: NML 内での個々の CD に対するレーベル名称、または、シリーズタイトル。

（例：Marco Polo Chinese CD、Naxos Historical Recordings CD、Naxos Nostalgia CD） 
 
(c) タイトル： NML 内での個々の CD のタイトル 
 
(d) 作曲者：  CD に収められた楽曲の作曲者。複数可。（Appendix II の Column(e) (j)
には、個人名、団体名を問わず、作曲者、合唱団、アンサンブル、オーケストラ、独

奏者（ピアニスト、独唱者、チェリスト、ヴァイオリニスト等）などの名称が、その

役割とともに納められている。） 
 
２． NSWL/NML からの Excel ファイルのデータを、独自開発ソフトウェアプログラムで読

み込み、処理するための要件を詳細化する。（Appendix IX 参照） 
 
３． MARC-MAKER により Excel データを MARC レコード（ISO2709）に変換する。 
 
４． MARC レコードが自動生成される。MARC21 準拠で、以下に示すフィールド、サブフ

ィールド構造をとる。 
 

 
MARC ﾌｨｰﾙﾄﾞ: Descriptions & Content Added: 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ 
006 – 028 
Leader: 

 ﾌｨｰﾙﾄﾞ (006) (007)(008)は、記述対象資料（Naxos データ）の資料特性、

形態特性を指定する。 
 

 ﾌｨｰﾙﾄﾞ(028) には、録音・映像資料の出版番号を記録する。 
例： <$aNA222812$bNaxos Digital Services Ltd> 
ﾌｨｰﾙﾄﾞ(040)には、嶺南大学図書館がｵﾘｼﾞﾅﾙ作成機関であることを示

す <$aHkLN>を記録する。 
 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ 245 
ﾀｲﾄﾙ: 

 ﾌｨｰﾙﾄﾞ(245)には、NSWL/NML ﾃﾞｰﾀのﾀｲﾄﾙ情報からの本ﾀｲﾄﾙに、ｻﾌﾞﾌ

ｨｰﾙﾄﾞ($h)資料種別（<$h[electronic resource]>）を加えて、記録する。 
 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ 260 
出版情報: 

 ﾌｨｰﾙﾄﾞ(260) –には、以下のとおり出版、頒布に関する情報を記録する。 
<$aHong Kong :$bNaxos Digital Services Ltd.,$c[2004]>  

 
ﾌｨｰﾙﾄﾞ 440 
ｼﾘｰｽﾞ: 

 Field (440)には、各種のｼﾘｰｽﾞ名（CD ｼﾘｰｽﾞなど）を記録する 
例：<$aNaxos Light Classics CD>、<$aNaxos Blues Legends> 
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ﾌｨｰﾙﾄﾞ 5xx 
注記ﾌｨｰﾙﾄﾞ: 

 ﾌｨｰﾙﾄﾞ(500)には、“Streaming audio”と注記する。 
 

 ﾌｨｰﾙﾄﾞ(506)には、以下のとおり記録する。 
 <$a Access restricted to Lingnan University users>. 

 
 ﾌｨｰﾙﾄﾞ(511)には、収録曲の作曲家を記録する。２つ目のﾌｨｰﾙﾄﾞ(511)

には、収録曲の作詞家、指揮者および個人、団体を問わず演奏者など

の出演者を記録する。 
 

 ﾌｨｰﾙﾄﾞ(538)には、システム要件に関する注記を以下のとおり記録す

る。 
<$aMinimum system requirements: MS Windows 98SE, 2000, XP 
with MS IE 6.0 / Mozilla 1.7.1 / FireFox 1PR / Netscape 7.1 / Opera 
7.53 and Media Player 9.0 / 10.0> 

 
 2 つ目のﾌｨｰﾙﾄﾞ(538)には、以下のとおり記録する。 

<$aMode of Access: World Wide Web browser>  
 
 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ 650 
件名標目: 

 ﾌｨｰﾙﾄﾞ(650)には、以下のとおり記録する。（2 番目のｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀの設定

は、0 とする。） 
<$aMusic$xComputer network resources> 

 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ 7XX: 

 ﾌｨｰﾙﾄﾞ(700)(710)には、ﾌｨｰﾙﾄﾞ (511)に記録した作曲家、個人、団体を

問わず演奏者（楽器、歌とも）、編曲者、作詞家、に対すして副出標

目を作成、記録する。これにより、OPAC における著者からの検索が

担保される。ﾌｨｰﾙﾄﾞ (710)には、団体名として<$aNaxos Digital 
Services>を、最後に追加する。 

 
 ﾌｨｰﾙﾄﾞ (773)には、ホストを以下のとおりに記録する。(2 番目のｲﾝﾃﾞ

ｨｹｰﾀの設定は、0 とする。） 
<$tNaxos Music Library>. 

 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ 856 
Electronic 
Location & 
Access: 

 ﾌｨｰﾙﾄﾞ(856)には、直接 NML へｱｸｾｽできるよう、ﾊｲﾊﾟｰﾘﾝｸを以下のよ

うに記録する。 (1 番目のｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀの設定は 4、2 番目のｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀの設

定は 0 とする。）  
<$zConnect to Naxos Music 
Library$uhttp://0-www.ln.naxosmusiclibrary.com.innopac.ln.edu.hk
/ streamcat.asp?s=4014%2flnu01&item_code=8.553347> 

 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ 9xx 
ﾛｰｶﾙ注記: 

 ﾌｨｰﾙﾄﾞ(997)には、<$anaxos>と記録する。職員は、これにより、

NSWL/NML ﾃﾞｰﾀ由来のﾚｺｰﾄﾞを区別することができる。 
 

 
 

WebOPAC 上またはデータ処理過程においての NSWL/NML の表示形式（画面）については、

以下の Appendix を参照のこと:  

 

・(Appendix III) – Part 1. – WebPAC 画面例: タイトル(TITLE)で<Naxos Spoken Word 
Library>から検索すると、NSWL 全件がアルファベット順に表示される。  

・(Appendix III) – Part 2. – WebPAC 画面例: タイトル(TITLE)で< Naxos Music Library >
から検索すると、NNM 全件がアルファベット順に表示される。    

・(Appendix VIII) –自動 MARC 変換プログラムの進行フローチャート  
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V. MARC 変換に関する懸案事項: 

 

1.  NSWL からのタイトル情報に比べ、NML からのタイトル情報は扱いが複雑になる。1

枚の CD の成立には、複数の人物や団体が関与している場合があるからである。例えば、作

曲者に加えて編曲者、作詞者、演奏者（オーケストラ、室内楽団、合唱団など）、さらには独

奏者（それぞれの楽器の演奏者など）などが 1 枚の CD に関与していることが考えられる。

結論から言えば、CD 成立に関与する人物/団体の詳細は「出演者注記（フィールド 511）」に

記録さる。そして、「副出著者標目（フィールド 700 または 710）」に副出され、OPAC におい

て著者からの検索が可能になる。検索の一意性、網羅性を高めるために、このあとのステッ

プで、個人名、団体名ともに著者標目に対し典拠コントロールを行う。 

Appendix IVとAppendix Vに、「21 世紀映画音楽」というタイトルのコンピレーションCDの

書誌レコードの例をあげてある。このCDでは、14 人の作曲家の作品を 15 人の独奏者が演じ、

10 のバンドが演奏をしている。

 

(i) トラックナンバーの取り扱い  各トラックナンバーは、内容細目フィールド（505）

に記録しないこととした。その理由は、NML にはコンピレーション CD が多く含まれており、

それぞれのナンバーは、異なる Naxos 音源から引っ張ってきている。これでは、内容細目注

記が複雑になってしまう。 

 
  (ｺﾝﾋﾟﾚｰｼｮﾝCDの例 A -- WAGNER, Richard : Scenes from Goetterdaemmerung): 

 
<505 0 $aGoetterdaemmerung: Act III, Scene 3: $gTrack 1. $tStarke Scheite 
schichtet mir dort $g(03:32) – $g2.$tWie Sonne lauter strahlt mir sein 
Licht $g(02:10) – $g3.$tO ihr, der Eide ewige Huter! -- $g(03:42) – $t4. $tMein Erbe 
nun nehm ich zu eigen $g(02:32) – $g5.$tFliegt heim, ihr Raben! $g(01:27) –$g6. 
$tGrane, mein Ross! Sei mir gegrusst! $g(02:10) – $g7. $tApotheosis  (05:11)> 

 
 (ｺﾝﾋﾟﾚｰｼｮﾝCDの例 B - Naxos Best of Opera) – a compilation recording for operas:  

 
<505 0 $gTrack 1.$tLe Nozze di Figaro: Overture  /$rW.A. 
Mozart$g(04:06) –$g2.$tLa Boheme: Che gelida manina /$Giacomo 
Puccini$g(04:30) –$g3.$tMadama Butterfly: Un bel di vedremo /$Giacomo 
Puccini$g(04:43) –$g4.$tLa Traviata: Un di felice /$rGiuseppe Verdi$g(03:11)> 

 

 (ｺﾝﾋﾟﾚｰｼｮﾝ CD の例 C -- CHOPIN: Piano Favourites (Yin Chengzhong) – a 
compilation recording of Chopin’s popular piano works: 

<505 0 $gTrack 1.$tFantasie In F Minor, Op. 49 $g(13:21) – $g2.$tImpromptu No. 1 
In A Flat Major, Op. 29$g(04:00) – $g3.$tImpromptu No. 2 In F Sharp Major, Op. 
36 $g(05:32) – $g4.$tImpromptu No. 3 In G Flat Major, Op. 51$g(05:38) – 
$g5.$tImpromptu No. 4 In C Sharp Minor, Op. 66 (Fantasie-Impromptu)$g(04:36) – 
$g6.$tBerceuse In D Flat Major, Op. 57$g(05:03)> 

 

上記の例 A から例 C までからわかるように、トラックナンバーを MARC レコードに含め

ると、利用者は外国語の長い文字列を見せられることになる（イタリア語、フランス語、ド

イツ語が主で、翻字された（ローマ字化された）ロシア語、中国語、日本語などもあり）。し
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かし、大部分の利用者にはそれほどの重要性はない。利用者は、情報量が多すぎて、書誌レ

コードを解釈する気が失せてしまう。そして、通常、利用者はオペラのアリア名や楽曲の楽

章名からの検索をしないものである。付け加えるならば、、最新 URL がフィールド 856 に埋

め込まれているため、利用者は WebPAC から直接、おのおのの CD または録音資料にたどり

着くことができる。収録時間などの詳細情報が知りたければ、WebPAC 書誌レコード内に張

られた Connect to Naxos Music Library へのハイパーリンクをクリックするだけでよい。曲を

ききながら情報を手に入れられる。（Appendix IV） 
 
2. 件名標目の取り扱い  現在のところ、大変におおまかな<$aMusic$xComputer network 
resources >という LC 件名標目が、NML レコード全件に付与されているだけである。現行の

システムソフトとウェアは、ひとつひとつの NML レコードごとに、そのテーマ、楽曲の形

式を表現する件名標目を付与することはできない。将来的には、十分な人員、資金が確保さ

れれば、書誌作成スタッフが、1 件づつ手入力で LC 件名標目を追加するなど、これらのレコ

ードを書誌レベルを上げることがプロジェクトの第 2 段階として考えられる。 
 
 
VI． 名称典拠コントロール（個人、団体を問わず演奏者および作曲者） 
 

7,299 件の NSWN および NML データを自館書誌 DB に投入した後、嶺南図書館の書誌作成

スタッフが取り組んだのは典拠コントロールである。対象は、NSWL、NML 新規投入データ

がもたらした作者、音楽家、作曲者、演奏団体名など、西洋人名、中国人名両方である。 
 
嶺南図書館では、現在、洋書の書誌作成については外注しており、アメリカの図書館サー

ビス業者に自動名称典拠コントロールサービスを依頼しているが、この業者の現行のシステ

ムでは、NSWL、NMLからの生データ状態の名称標目をLC/NAF1とマッチングさせて完全形

にすることはできない。Naxos Digital Services Ltd.社から提供された名称標目はLC AACR2 の

形式にのっとっていないのである。Naxos名称標目には生没年すら存在しない。つまり、典拠

コントロールは図書館スタッフで行う必要があるということである。 
 
7,299 件の NML/NSWL 新規レコードにより、15,500 件以上の名称標目が、書誌 DB に新た

に追加された。ほとんどが、西洋名の作曲家(モーツァルト、ショパンなど)、演奏者（マリ

ア・カラス、カラヤンなど）、団体名（ウィーン国立歌劇場合唱団、ニューヨークメトロポリ

タン歌劇合唱団など）である。限られた人員のなかで、図書館の書誌作成スタッフは、これ

らの名称典拠コントールを行うにあたって、選択的に行わざるなかった。比較的有名な 400
の名称だけを選び出し、LC AACR2 の形式にそろえたのである。 
 

中国・日本人の作曲家、演奏者については、大半は LCNAF に典拠レコードがないために、

オリジナル入力で作成しなければならなかった。Naxos レコード用に 120 件ほどの中国・日

本人名の典拠レコードをオリジナル入力した。この作業は、十分な経験のあるカタロガーが

                                                      
1 LCNAF とは、米国議会図書館の主導する名称典拠ファイルの共同作成プログラムのことである。
Library of Congress/NACO (National Authority Cooperative Program) Authority File 
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行った。カタロガーは書誌レコードを見て、典拠レコード作成の必要性を判断する。書誌レ

コード内、または、記述対象資料である CD から適切な情報を汲み取って、典拠レコードを

作成する。中国・日本人名典拠レコードは、漢字形も含み、異なる媒体の書誌レコードへの

リンクが可能なようにする。目録利用者だけでなくカタロガーにとっても、新典拠レコード

は、同名異人や、名称のローマ字形が同形になってしまう作曲者同士をお互いからから見分

けることができ、データを理解する上での大きな手助けになる。 
 

このプロジェクトでオリジナルに作成した中国・日本人名標目には、作品内容の成立に責

任を有する作曲者、台本作者、作詞者、編曲者だけでなく、作品の表現に関係する歌手、演

奏者、指揮者、団体名などの名称も含まれる。これら新標目は、カタロガーやレファレンス

ライブラリアンが個人（演奏者）や団体名（プロの演奏団体、例：香港交響楽団）を同定す

るのにとても役立つものである。結果として、利用者の OPAC 検索が全般的に正確で網羅的

になり、利用者が「音楽」を検索するときだけでなく、これらの典拠レコードは、利用者が

歌詞、メロディー、完成した歌曲、未完成の歌曲に関する情報を求めるのにも有用である。

つまり、カタロガーにとっても、利用者にとっても、全体的に精度を高め、無駄を省くこと

ができる。Naxos Music Library の典拠レコード例を次に掲げる。 
 
 
名称典拠レコード 例 A (Name Authority Records – Example A): 

008    041213nceacnnnaabn          |n aaa      nz n 

040    HkLN|cHkLN 

066    |c$1 

100 1  Wang, Changyuan,|d1945- 

670    音樂殿堂[SR], 1996:|bcontainer(古箏:王昌元) 

670    中華古韻, viewed Dec. 10, 2004:|b 聚賢寳閣(王昌元, 上海民族樂團獨奏員. 浙江杭州人. 1945 年

出生於古箏世家. 灌有唱片《戰颱風》、《洞庭新歌》等. 現移居海外) 

700 1  王昌元,|d1945- 
 
 
名称典拠レコード 例 B (Name Authority Records – Example B): 
008    041126nceacnnnaabn          |n aaa      nz n 

040    HkLN|cHkLN 

066    |c$1 

100 1  Li, Zhengui,|d1941- 

670    喜慶鑼鼓[SR] p1991:|bcontainer (李真貴, 打擊演奏) 

670    NLC catalogue, Nov. 26, 2004|b(hdg.: 李真貴, 1941-) 

700 1  李真貴,|d1941- 
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VII.  図書館業務の省力化 

 

Figure 6 に示すように、1人のカタロガーがフルタイムで仕事をすると、7,299 件の

NSWL/NML データをオリジナルで入力し終えるのに 434 日（434 人日）かかることになって

しまう（フィールド 6xx への件名標目付与、内容細目・トラックナンバーの内容細目は含め

ないとしても）。ところが、Figure 7 からわかるように、嶺南大学図書館独自開発の変換プロ

グラムによりオリジナル入力と同水準の MARC レコードを自動生成し、計 11 人日でプロジ

ェクトを終えることができた。独自開発プログラムのおかげで要員、資源ともに大いに節約

になり－423 日も－図書館にとって省力化となった。 

 

 

 Figure 6. 
7299 書誌レコードをオリジナル入力した場合 

オリジナル入力  所要時間 要員 

 1 ﾀｲﾄﾙあたりの平均入力時間  
 

 点検所要時間（典拠ﾚｺｰﾄﾞを

LC 典拠に照合する作業を含

む）  

 

20 分 
 

 
 

5 分 
 
 

 

1 人（目録作業者） 
 
 
 

1 人（司書） 
 
 

 目録作成に要する総時間 
 

25 分 
 

 

 7,299 件をｵﾘｼﾞﾅﾙ入力した 
場合の総時間 

25 分 x 7,299 書誌 = 3,041 時間. 
 

計= 約 434 人日 
 

 

 

Figure 7.  
変換プロジェクトに要した要員 

作業内容 処理時間 要員 

 MARC 変換ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発 
 

5 人日 
 

1 人（ｼｽﾃﾑ担当ｽﾀｯﾌ）  

 Excel ﾌｧｲﾙﾃﾞｰﾀの変換前事前

処理 2 人日 1 人（目録作業者） 

 MARC 変換ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ動作 20 分(7,299 全件変換の所

要時間)  同上 

 INNOPAC への MARC ﾚｺｰﾄﾞ

投入 30 分 1 人（ｼｽﾃﾑ担当ｽﾀｯﾌ）による監督

 典拠ｺﾝﾄﾛｰﾙ作業およびﾃﾞｰﾀ

修正作業 3 人日 1 人（司書）+1 人（目録作業者）

 Final random checking  1 人日 1 人（司書） 
 計 約 11 人日   
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VIII． 結論 
 
１．成果 

MARC 自動変換プログラム事業は、NSWL/NML データを自動で、MARC フォーマットに

変換し、嶺南大学図書館の書誌データベースに投入できたことが大きな成果である。特に、

NML はオンラインクラシック音楽のコレクションとしては最大のものであり、図書館の書誌

データベースはこれとリンクすることによって、データベースのサイズが増加し、対象範囲

が大幅に広くなる。以下のような成果があげられる。 
 

・NSWL/NML コレクション全体が検索対象となり、利用者は嶺南大学図書館蔵書と

同時に検索ができる。他のコレクションとの同時検索を可能にすることにより、図

書館資料ポータルとしての WebPAC におけるワンストップ検索サービスの概念を押

し進めた。 
 
・オリジナル入力であれば必要であった職員の作業時間と労力の省力化になった。

手入力による入力ミスを防ぐという効果もあった。 
 

２．今後の進展 
・Naxos Digital Services Ltd.社は、毎年平均 30 タイトルを NSWL に、2000 タイトル

を NML に追加していく予定である。2005 年、嶺南大学図書館は、NSWL、NML へ

の加盟を継続することで、毎年夏に追加タイトルのリストを Excel ファイルで受け

取ることを Naxos と合意した。今後、嶺南大学図書館の WebPAC には、変換プログ

ラムによる MARC レコードが増加することになる。 
 
３．MARC レコードを Naxos へわたす 

・Naxos Digital Services, Ltd 社は、NSWL/NML MARC レコード全件（7299 件）を受

け取り、世界の Naxos 契約図書館に無料で配布している。例えば、下記の図書館が

嶺南大学図書館の NSWL/NML レコードを利用している。 
 

香港中文大学図書館 Chinese University of Hong Kong Library 
香港演芸学院図書館 Hong Kong Academy of Performing Arts Library 
香港理工大学図書館 Hong Kong Polytechnic University Library 
韓国国立文科大学図書館 Korean National University of Arts Library 
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Appendix I  
 

Figure 1.  Naxos Spoken Word Library -- Basic Facts & Content Highlights2

(2006 年 4 月現在)  
 384 ﾀｲﾄﾙ (作品・ｽﾄｰﾘ数は 600 以上) 

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの大きさ  
 録音時間 1,300 時間以上  

ﾃﾞｰﾀ内容   Naxos AudioBooks catalogue全件＋Naxos Educationalか
らの発行分 

著者名数 
（戯曲、詩の作者を含む）   322 

新規発行ﾀｲﾄﾙ数   年間約 30 ﾀｲﾄﾙは必ず発行される 
(2005 年は 35 ﾀｲﾄﾙ) 

録音内容の特徴  

1. 古典文学、戯曲、詩（中世から 20 世紀まで） 
2. 文学作品の完全版（ｼｪｲｸｽﾋﾟｱ、ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ｼﾞｮｲｽなど） 
3. 委嘱作品も含まれる（例：The History of English 

Literature）   

代表的なﾀｲﾄﾙ 

1. ローマ帝国衰亡史  
2. A Guide to Wine  
3. The History of English literature  
4. The History of World Cup  
5. The Life & Works of Mozart 
6. The Life of Oscar Wilde  
7. The Voice of the Buddha  

 

Figure 2.  Naxos Music Library -- Basic Facts & Content Highlights  
(2006 年 4 月現在) 

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの大きさ  8,734 ﾀｲﾄﾙ(140,000 曲以上を収載) 

 同社発行のクラシック CD カタログの 90 %以上 

作曲者名数   およそ 7,000 人 

平均増加数  年間150-200 CD (業界全体で2005年の月間CD発行数は35 CD)

主な NML ﾗｲﾝｱｯﾌﾟ  

1. ｱﾒﾘｶｸﾗｼｯｸ音楽 American Classics  
2. ｲｷﾞﾘｽ軽音楽 British Light Music  
3. 中国音楽と中国人ｱｰﾃｨｽﾄ Chinese Music and Artists  
4. 古楽(ﾊﾞﾛｯｸ以前) Early Music Collection  
5. 映画音楽 Film Music Classics  
6. ｷﾞﾀｰ演奏、ｵﾍﾟﾗ Guitar Collection, Opera Classics 
7. ｵﾙｶﾞﾝ演奏 Organ Collection 
8. Naxos 21st Century Classics 
9. Naxos Historical, Jazz Legends 
10. Nostalgia, Naxos World 
11. Naxos Crossover 

その他の独立系 
ﾚｰﾍﾞﾙ  

他、22 独立系ﾚｰﾍﾞﾙ（例：Analekta, ARC, Artek, BIS, Bridge 
Records, CBC (Canadian Broadcasting Corporation), Celestial 
Harmonies, Collegium, Dacapo, First Edition, Gimell, Hänssler 
Classic, Morrison Music Trust, PentaTone, Prophone, Proprius, 
Toccata Classics） 

その他のｵﾝﾗｲﾝ 
情報資源 

 音楽用語集など音楽関連の情報が NML 上で利用可能  
(Appendix VI & VII を参照)  

                                                      
2 Naxos Spoken Word Libraryについては、右のHPを参照:  http://www.naxosspokenwordlibrary.com/
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Appendix I – Part 2.  

 Naxos Spoken Word Library – ユーザインタフェース画面 & ﾃﾞｰﾀ内容 
 

 
  
 

Appendix I – Part 3.  
 Naxos Music Library – ユーザインタフェース画面 & ﾃﾞｰﾀ内容 
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Appendix II 
 

 Naxos Digital Services, Ltd.社から送られる生ﾃﾞｰﾀのｻﾝﾌﾟﾙ  (NML ﾃﾞｰﾀ Excel ﾌｧｲﾙ) 
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Appendix III – Part 1 
 嶺南大学図書館 WebPAC 画面上に表示された NSWL ﾚｺｰﾄﾞ 

(アルファベット順の一覧表示) 
 

 
 
 

Appendix III – Part 2 
 嶺南大学図書館 WebPAC 画面上に表示された NNL ﾚｺｰﾄﾞ 

(アルファベット順の一覧表示) 
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Appendix IV 
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Appendix V 
 

 
Appendix VI 
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Appendix VII 
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Appendix VIII –  NML Excel ﾃﾞｰﾀを MARC ﾚｺｰﾄﾞに変換するﾌﾛｰﾁｬｰﾄ 
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Appendix IX 
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Appendix X – Part 1.  
 香港中文大学図書館 OPAC 上の NML ﾚｺｰﾄﾞ全件  

 
 

Appendix X – Part 2.  
 香港中文大学図書館 OPAC 上の NSWL ﾚｺｰﾄﾞ全件  
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Appendix X – Part 3. 
 香港理工大学図書館 OPAC 上の NML ﾚｺｰﾄﾞ全件 

 
 

Appendix X – Part 4. 
 香港理工大学図書館 OPAC 上の NML ﾚｺｰﾄﾞ全件 
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Appendix X – Part 5. 
 

 韓国国立文科大学図書館 OPAC 上の NML ｻﾝﾌﾟﾙﾚｺｰﾄﾞ 
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